
　登記上の所有者と実際の所有者が異なるケースが
数多く存在し、災害復旧の妨げや空き家増加などの
問題が社会的関心を集めています。
　このコーナーでは、相続登記の必要性・重要性を
全５回のシリーズでお伝えします。Vol.3

未来につなぐ未来につなぐ相続登記相続登記

遺言書を作成することをおすすめします。　遺言書を作成することをおすすめします。　
　遺言書を残さない場合、遺産分割協議で相続割合　遺言書を残さない場合、遺産分割協議で相続割合
を変えることができますが、相続人間でトラブルがを変えることができますが、相続人間でトラブルが
生じることもあります。生じることもあります。
　そのため、あなたの意思を遺言書として残してお　そのため、あなたの意思を遺言書として残してお
くことで、遺産分割協議をしなくとも、不動産の名くことで、遺産分割協議をしなくとも、不動産の名
義変更などの手続きを簡単に進めることができます。義変更などの手続きを簡単に進めることができます。
　生前に家族の話し合いにより相続人が決まってい　生前に家族の話し合いにより相続人が決まってい

る場合でも、遺言書を作成するメリットがあります。る場合でも、遺言書を作成するメリットがあります。
　また、遺言書により相続人以外に財産を贈与（遺　また、遺言書により相続人以外に財産を贈与（遺
贈）することができます。贈）することができます。
　ただし、兄弟姉妹以外が相続人となる場合は「遺　ただし、兄弟姉妹以外が相続人となる場合は「遺
留分」という最低限相続できる財産の割合があり、留分」という最低限相続できる財産の割合があり、
これを侵害していると、遺産の取得者が他の相続人これを侵害していると、遺産の取得者が他の相続人
から遺留分を取り戻す請求をされることもありますから遺留分を取り戻す請求をされることもあります
ので注意が必要です。ので注意が必要です。

ご不明な点は、お問い合わせください。問福島県司法書士会☎024-534-7502／福島地方法務局☎024-534-2045

私が亡くなった後、相続人がスムーズに相続手続きを進める方法はありますか？私が亡くなった後、相続人がスムーズに相続手続きを進める方法はありますか？
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  ▲小峰朝親宛て文書（部分）
　  2点とも応永年間（1394～1428）
    （小峰城歴史館所蔵「白河結城家文書」）
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